
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
努
め
る
、
東
北
学

院
大
学
名
誉
教
授
の
宮
城
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
と
生
き
る

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
栗

駒
山
を
は
じ
め
、
そ
こ
か
ら
流
れ

る
迫
川
、
平
野
に
広
が
る
田
園
地

帯
や
伊
豆
沼
・
内
沼
な
ど
の
多
様

な
自
然
の
他
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
災
害
を
克
服
し
て
築
か
れ
た
文

化
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然

や
文
化
が
評
価
さ
れ
、
市
全
域
が

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
20
年
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
栗

原
の
自
然
や
文
化
な
ど
を
守
り
な

が
ら
、
教
育
や
防
災
、
観
光
に
活

用
し
て
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指

す
た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
構
想
が

始
ま
り
ま
し
た
。

本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
持
つ
他
に
は

な
い
魅
力
の
１
つ
に
、
自
然
災
害

と
の
知
恵
あ
る
共
生
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
自
然
災
害
で
は
負
の
側
面

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
土
地
が
豊
か
に
な
る
と
い
う

正
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
栗
原
の
地
は
古
く
か

ら
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、
氾
濫
に
よ
っ

て
土
砂
が
運
ば
れ
、
豊
か
な
大
地

が
で
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら

は
、
河
川
改
修
な
ど
の
整
備
が
進

み
、
多
く
の
米
が
生
産
さ
れ
農
民

の
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
た
。
市
内

に
数
多
く
残
る
長
屋
門
は
、
豊
か

な
農
民
が
い
た
証
で
す
。

防
災
教
育
の
先
進
地

本
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
保
護
・
保

全
部
会
、
防
災
・
教
育
部
会
、
観

光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
、
ガ
イ
ド

部
会
の
４
つ
の
部
会
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
特
に
防
災
・
教

育
部
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
成
り
立
ち
や
防
災
を
学
ぶ
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
に
力
を
入
れ
、
今

で
は
市
外
の
学
校
か
ら
も
多
く
学

習
に
来
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
荒
砥
沢
地

す
べ
り
地
か
ら
採
取
し
た
地
層
や
、

日
本
、
世
界
各
地
の
岩
石
標
本
の

展
示
室
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
展

示
物
の
一
部
は
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
手
で
重
さ
や
触
り
心
地
な
ど

の
情
報
を
感
じ
取
り
、
楽
し
く
学

べ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

世
界
を
見
据
え
て

本
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
受
け
継

が
れ
て
き
た
栗
原
の
魅
力
を
、
よ

り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
地
域
の
魅

力
を
知
り
発
信
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

魅
力
は
普
段
の
生
活
の
中
に
あ

り
ま
す
。
い
つ
も
口
に
し
て
い
る

お
い
し
い
米
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、

こ
の
地
が
育
ん
だ
か
け
が
え
の
な

い
恵
み
で
す
。
世
界
に
栗
原
の
魅

力
を
届
け
る
た
め
、も
っ
と
多
く
の

人
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

 みや ぎ とよ ひこ

宮城　豊彦 さん名誉教授

理学博士・東北学院大学

豊かな大地が広がる栗原。この地で暮らしてきた先人たちは自然からの
恩恵を受け、そして時に自然の厳しさに向き合いながら知恵と工夫を重ね、
独自の文化や災害への教訓を伝えてきました。

栗駒山麓ジオパークでは、こうして受け継がれてきた栗原を未来に残す
ため、さまざまな活動をしています。

今月は、日本ジオパーク認定１０周年を迎える、栗駒山麓ジオパークの
これまでの歩みとこれからを特集します。

ジオパークとは
地球誕生の歴史、地域の地質や自然が人々の暮

らしや文化に、どのように関わっているかを過去
から学び、楽しみながら未来を考える場所です。
大地の成り立ちを物語る地質や自然を保全し、教
育や防災、地域活性化に活用することで、持続可
能な地域を目指します。

日本にあるジオパーク
日本ジオパークは全国に４７地域あります。そ

の内、静岡県の伊豆半島など１０地域が、ユネス
コ世界ジオパークにも認定されています。

ユネスコ世界ジオパーク
国際的に見て貴重な地質などを含む地域を保全

し、教育や観光などに活用して持続可能な開発を
目的にしたものです。２０１５年からユネスコの
正式なプログラムとなり、現在世界５０カ国２２９
カ所が認定されています。

栗駒山麓ジオパークのあゆみ
平成２０年６月１４日

平成２０年岩手・宮城内陸地震 発生
２２年５月２４日　
栗駒山麓崩落地・景観活用検討委員会設立
２３年６月１日
栗駒山麓崩落地・景観活用将来ビジョンを提言
２４年２月　ジオパーク宣言
２７年９月４日
日本ジオパーク認定、栗駒山麓ジオパーク誕生
３１年４月１日
栗駒山麓ジオパークビジターセンター開設

令和元年１２月２５日
日本ジオパークネットワーク再認定
６年９月５日　ＮＩＰＰＯＮ防災資産に認定
７年９月４日
栗駒山麓ジオパーク認定１０周年

特 集 ジオが描く未来の栗原

特集  ジオが描く未来の栗原

３　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　２


